
令和８年度 かながわコミュニティカレッジ受講生募集

【申込み・問合せ】  かながわコミュニティカレッジ事務局
 ※日・月・祝日・年末年始を除く9時～17時45分開設

TEL:045-620-0743 FAX:045-620-0745

【講座実施団体】特定非営利活動法人日本語・教科学習支援ネット

検索

かながわコミュニティカレッジ

※申込方法等は裏面をご確認ください。
※応募多数の場合は抽選
※定員に満たない場合は引き続き先着順で受け付け（電話のみ）

時 間

会 場

受講料

13:00～16:00

定 員

横浜駅西口・きた西口より徒歩５分

30名

令和８年

10月11日(日)～11月８日(日) 全4回

7,200円

かながわコミュニティカレッジ講義室
横浜市神奈川区鶴屋町２-24-２
かながわ県民センター11階   

９月24日（木）締 切

※開場時間12:40～

外国につながる子どもたちの学びを、地域

で寄り添いながら支える活動があります。本

講座では、支援の基本と具体的な方法を学び

ます。初めての方も、活動中の方もお気軽に

ご参加下さい。

外国につながる子どもの
学習ボランティア入門講座



受講対象
・神奈川県内に在住、在勤、在学の方
・県内でボランティアやNPO等として活動または活動を予定している方及び団体

申込方法
・神奈川県のホームページ（e-kanagawa電子申請システム）、または下記事務局まで電話・FAXにてお申込みください。
・FAXでお申込みの方は①講座名 ②氏名（団体申込みの場合は、団体名および受講者名） ③ふりがな
④住所 ⑤電話番号 ⑥申込区分(個人・団体) ⑦メールアドレスをお知らせください。
※団体で申込みされる場合、複数の方が１つの講座を交代で受講が可能です。ただし１回の講義に出席できる方は、１口の
お申込みにつき１名です。
※お預かりした個人情報は、かながわコミュニティカレッジからの講座に関するご連絡やご案内の目的で使用させていただきます。 

受講決定について
・募集期間終了後、定員を超えた講座は抽選を行います。また、受講申込みをされた方全員に受講の可否を郵送でお知らせし
ます。

受講料の納付方法
・最寄りの金融機関窓口での「納付書納付」（※ゆうちょ銀行やコンビニエンスストアでの納付はできません。）または、「電子納
付」となります。
・電子納付を希望される方は、必ずe-kanagawa電子申請システム（電子納付用）からお申込みください。

バリアフリーについて
・障がいのある方も安心して受講いただけるよう配慮を行ううえで、どのようなサポートが必要か事前にご相談させていただきますの
で、講座を申込まれる前にかながわコミュニティカレッジ事務局までお問合わせください。（経費を伴うサービスについて、予算上限
に達した場合は年度途中でもサービス提供ができないことがあります。）

助成金
・この講座は、横須賀市の「市民公益活動人材育成研修受講奨励金」の対象講座です。受講料に対する奨励金があります。 
（横須賀市民が対象・要事前エントリー）詳しくは横須賀市ホームページをご確認ください。

講座カリキュラム

※講座カリキュラムと講師は、都合により変更になる場合があります。受講のご案内

e-kanagawa電子申請システムからのお申込み

TEL:045-620-0743
FAX:045-620-0745

かながわコミュニティカレッジ事務局
※日・月・祝日・年末年始を除く9時～17時45分開設

電話またはFAXからのお申込み

日時 講義内容 講師予定者

１

10/11(日)

13：00～
16：00

外国につながる子どもたちへの理解と多文化共生

外国につながる子どもたちの現状と課題について、実例を

あげながら学び、多文化共生について考える。

鶴見国際交流ラウンジボランティア

神奈川県立鶴見総合高校講師

富岡 貴子

2

10/18(日)

13：00～
16：00

中学生への支援を考える

日本語学習、さらに教科への学習を支援するポイントや

よく使われる教材の使い方を考えていく。

県立高校入試に関する事項にも一部触れる。

港北国際交流ラウンジボランティア

横浜市教育委員会

日本語講師 古屋 恵子

3

11/1(日)

13：00～
16：00

小学生への支援を考える

教科書や様々な教材を使い、実際の事例を取り上げて

学習につながる支援方法を考える。

川崎市外国につながる子ども向け寺子屋 

日本語支援 コーディネーター

川崎市日本語指導非常勤講師

池田 恵子

4

11/8(日)

13：00～
16：00

学習支援のボランティア活動の実際を聞く

地域でボランティアとして活動してきた経験と学び、そして

『寄り添うこと』や『共助』の喜びを知る。

振り返り～今後の支援にどう生かすか

これまでの学びを振り返る。グループで話し合いながら、 

講座終了後の支援にどう生かすか話し合う。

NPO法人地球学校「地球っ子教室」

担当理事 金子 聖子

NPO法人多文化共生ボランティア団体KAM

代表理事 宇津野 志保

任意団体「TIE トマトマの会」代表

山縣 紀子 他

日本語・教科学習支援ネット

代表 樋口 万喜子

電子納付用 納付書納付用
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